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第１６回熊本県ハンセン病問題啓発推進委員会 
 

日 時：令和５年（2023 年）３月３日（金）午後２時～午後４時 

場 所：国立療養所菊池恵楓園 恵楓会館 

出席者：※敬称略 

    委 員／内田博文  九州大学名誉教授 

        小野友道  熊本機能病院顧問（皮膚科） 熊本大学名誉教授 

        遠藤隆久  熊本学園大学名誉教授 ハンセン病市民学会共同代表 

        志村 康  菊池恵楓園入所者自治会会長 

        中 修一  国立療養所菊池恵楓園退所者 ひまわりの会会長 

        紫藤千子  一般社団法人熊本県社会福祉士会 社会福祉士 

        箕田誠司  国立療養所菊池恵楓園園長 

        大濵賢彦  熊本地方法務局人権擁護課長 

        柳田壽昭  熊本県教育庁市町村教育局人権同和教育課長 

        岡 順子  熊本県健康福祉部健康局健康づくり推進課長 

 

    事務局／西村 徹  熊本県健康福祉部健康局健康づくり推進課 審議員 

        砥上若菜  熊本県健康福祉部健康局健康づくり推進課 課長補佐 

        手嶋義明  熊本県健康福祉部健康局健康づくり推進課 

  課長補佐（総務・特定疾病担当） 

植田美奈希  熊本県健康福祉部健康局健康づくり推進課 

 総務・特定疾病班 主事 

        坂口恵子  熊本県教育庁市町村教育局人権同和教育課 指導主事 

        中石英之  熊本県環境生活部県民生活局人権同和政策課参事 

（啓発担当） 

        日高美智子  熊本県ハンセン病問題相談・支援センター「りんどう」 

相談員 

        佐伯智子  熊本県ハンセン病問題相談・支援センター「りんどう」 

相談員 

 

 

【次第】 

１ 開会 

２ 熊本県健康づくり推進課長あいさつ 

３ 議題 

(1) 令和４年度（２０２２年度）の下半期実績報告及び令和５年度（２０２３年

度）事業計画について 

(2) その他 
 

【１ 開会】 

（事務局（西村）） 
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ただいまから、「第１６回熊本県ハンセン病問題啓発推進委員会」を開催いたしま

す。開催にあたり、熊本県健康づくり推進課長 岡がご挨拶いたします。 

 

（岡課長） 

健康づくり推進課長 岡でございます。本日はお忙しい中、熊本県ハンセン病問題啓

発推進委員会に御出席いただきまして、本当にありがとうございます。 

また、常日頃から県が実施しております、ハンセン病問題啓発事業に御支援と御協力

をいただき、この場をお借りしまして、お礼申し上げます。 

さて、菊池恵楓園の最近のトピックスとしまして、去る２月１５日、「第７４回結核

予防全国大会」御出席のため、来熊されました、秋篠宮皇嗣妃殿下紀子様が菊池恵楓園

にお越しになりまして、歴史資料館を御見学、入所者自治会の皆様と懇談されたあと、

納骨堂で献花され、哀悼の意を示されました。その御様子は、テレビや新聞にて大きく

報道されまして、県民に改めて菊池恵楓園のことを知っていただく、良い契機となった

と考えております。 

本日の委員会では、令和４年度下半期の実績報告と、令和５年度事業計画について御

説明させていただきますので、よりよい啓発事業ができますよう、委員の皆様の御意見

を頂戴できればと思っております。 

また、次年度は、ハンセン病元患者の家族補償金支給の請求期限まで残り１年を切る

年となっております。対象となられます、回復者の御家族の方へ制度周知が行き届きま

すよう、りんどう相談支援センターの啓発活動にも力を入れて参りたいと思います。こ

ちらにつきましても、後ほど、会議の中で御助言いただければと思います。 

今回は、３年ぶりに菊池恵楓園で対面開催できることとなりました。対面での開催に

あたりまして、会場準備等、自治会を始め、菊池恵楓園の職員の皆様には、御協力いた

だきまして感謝申し上げます。大変限られた時間ではございますが、本日は忌憚のない

御意見をいただきますよう、どうぞよろしくお願いいたします。 

 

（事務局（西村）） 

これから議題に入りますが、その前に、各委員の御紹介については、お配りしている

委員一覧に代えさせていただきます。なお、中委員は所用により本日欠席となります。 

それでは、ここからは委員会の議長を委員長が務めることとなっておりますので、進

行を内田委員長にお願いしたいと思います。それでは、内田委員長よろしくお願いいた

します。 

 

【議題１】 

（内田委員長） 

それでは、議題に入らせていただきます。まず、「議題（１）ハンセン病問題普及啓

発に係る令和４年度（２０２２年度）下半期の実績報告及び令和５年度（２０２３年

度）事業計画について」でございます。今年度、熊本県が実施するハンセン病問題啓発

事業について、事務局、また、りんどう相談支援センターの活動内容について、あわせ

て御報告をお願いいたします。一通り説明をいただいたあと、皆様方から御意見をいた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 
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（事務局（植田）） 

熊本県健康づくり推進課の植田です。よろしくお願いいたします。お手元の資料１で

説明させていただきます。資料１は、県健康づくり推進課が実施した事業の令和４年度

の実績報告と令和５年度の事業実施状況についてです。令和４年度の実績報告のうち、

今年１０月の委員会時点で実施済みのものについては報告させていただいていますので

下半期の実績報告について説明させていただきます。 

まず、１ページでございます。「ハンセン病問題啓発パネル展」ですが、例年６月２

２日の「らい予防法による被害者の名誉回復及び追悼の日」に併せましてハンセン病問

題啓発パネル展を実施しております。令和４年度に引き続き、令和５年度につきまして

も実施予定であり、県庁ロビー、県庁地下通路、県民交流館パレアに申し込みを行って

いる状況です。 

次に２ページでございます。「菊池恵楓園絵画展・絵画パネル展」ですが、こちらに

つきましても令和５年度に向け、県立図書館と県庁ロビーにて展示できるよう申込を行

っている状況です。 

３ページ、「ふれあい福祉協会補助事業活用事業」についてです。令和４年度につき

ましては、県立美術館にて金陽会絵画展を実施しました。３９点の金陽会絵画作品を展

示し、累計７９８名の方が来場しました。来場者は絵画を通じてハンセン病問題につい

て考えるきっかけとなり「さぞかし家に帰りたかっただろう。子どもの頃のあの風景を

もう一度見たかっただろうと思った」、「多くの人に見てほしい、後世に伝えるべきも

のである」等の意見がありました。一方で、学生等の若い世代の来場数が少ないので、

若い世代に来場していただけるよう事業実施をしていきたいと考えています。令和５年

度以降につきましては、県内全域において金陽会の作品を通じてハンセン病問題につい

て考える契機となるよう、県内各地で絵画展を実施することを検討しています。特に学

生等若い世代に来場いただけるよう、教育委員会や市町村と連携し周知を図っていきた

いと思っています。 

４ページの「菊池恵楓園で学ぶ旅」につきましては、例年夏に一般の方を対象に菊池

恵楓園を実際に訪れていただき、ハンセン病問題について学んでいただくという事業を

実施しております。次年度につきましても７月に小学校５・６年生を中心とした親子コ

ース、８月に一般コースを予定し、恵楓園や歴史資料館と協議をしながらどのような内

容が参加者にとってハンセン病問題について考えることができるか行程等調整していき

たいと考えております。 

６ページのハンセン病啓発県職員出前講座につきましては、上天草市の小学校５・６

年生に、小学生の時ハンセン病に罹った山田太郎君のお話の紙芝居や金陽会の作品を紹

介し、その背景について考えてもらう取組を実施しました。生徒達は主人公と年齢が近

いことから、自分の立場に置き換え話を聞くことができ、「病気のことを知らないで療

養所に入所させられるのが可哀そうだと思った」、「名前を変えたり、差別されたりす

ることはおかしい」、「人の思い込みで差別があった。正しい知識を持ち、間違ったこ

とを言っている人には「そのようなことはいけない」と言えるようになりたい」といっ

た感想がございました。その他の感想については、資料１の最後の方に掲載していま

す。また、今回の取組が熊日にも取り上げていただいたのでそちらの記事も添付してい

ます。次年度につきまして各機関、各学校からの要望に応じて実施していきたいと思い
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ます。 

８ページでございます。ハンセン病問題啓発リーフレットの作成です。例年、リーフ

レット「ハンセン病を正しく理解しましょう」を作成しており、県内の高校１年生や市

町村そして市町村教育委員会に配付しております。今年度につきましては従来の内容に

加え、歴史資料館のＰＲを図る内容を盛り込み内容改定をしました。３月１０日に納品

予定のため、今手元にはない状態ではありますが、納品次第、委員の皆様へも送付させ

ていただきます。作成したものについては、昨年度と同数を３月下旬までに配布する予

定です。 

９ページの「熊本県新規採用職員研修での講話」につきましては、今年度入庁した新

規採用職員に対し、ハンセン病問題について理解を深めていただくため、新規採用職員

中期研修において講話を実施しました。次年度につきましては、４月の新規採用職員前

期研修から取り上げていただくこととなりました。菊池恵楓園やハンセン病問題につい

て当課職員にて説明させていただきます。 

１０ページからは「熊本県ハンセン病回復者・家族支援事業」です。こちらはりんど

う相談支援センターの事業となります。回復者及び家族の相談対応と支援をはじめと

し、要望に応じて研修や講演等を実施し、正しい知識の普及を行うとともに、回復者や

ご家族などの講演活動等普及啓発活動への支援も行っております。 

１２ページを御覧ください。令和４年度の相談件数は、１月末時点で１３３件、うち

家族補償関係は９９件、実利用者数は２７１人となっております。 

前後してしまい申し訳ございませんが、１１ページを御覧ください。下半期の相談以外

の活動としましては、１０月に⑤ハンセン病医療・福祉研修会の開催、１１月に一般研

修として⑥朗読劇「あん」の上映会＆「あんこ」の研修会、⑦熊本市と菊池恵楓園退所

者の会「ひまわりの会」との意見交換会の参加、⑧相談員の研修会等の講師派遣、⑨ひ

まわりの会中修一氏の取材、オンライン講話、会議参加支援を実施しております。 

 １４ページをお願いします。「熊本県ハンセン病医療・福祉研修会」ですが、退所者

の方が、園外の医療・介護施設をより利用しやすくするための環境を構築するため、医

療・福祉施設の経営者・従事者から参加者を募り、菊池恵楓園内の施設見学、ハンセン

病の医学・看護・介護等に関する専門的な研修を実施しております。今年度は１０月１

５日の土曜日にオンラインで開催し、２４名の参加がございました。菊池恵楓園の原田

学芸員や前副園長の野上先生、りんどう相談支援センターの西主任相談員や国宗弁護士

から貴重なお話をいただいているので、もっと多くの方に参加いただけるよう早めの周

知や参加対象者が閲覧しやすい時間帯等考慮して開催を検討していきたいと思います。 

 次に、１５ページをお願いいたします。りんどう相談支援センター主催、「朗読劇

「あん」の上映会」です。広く一般の方を対象に、ハンセン病及びハンセン病問題に対

する理解を深め、人が生きることの意味を考えていただく機会となることを目的として

昨年度の講演会「～誰にも生まれてきた意味がある～」でオンデマンド配信した朗読劇

「あん」を上映し、その後、作中でハンセン病回復者である主人公の徳江さんがどら焼

きのあんを作っていることを踏まえ、上映後は「あんこ」の研修会を通して主人公の想

いに触れるという取組を実施しました。参加者は３５名となっています。朗読劇の上映

ということで、ハンセン病問題についてあまり知らない方でも参加しやすいものとなっ

ており、参加者からは研修会として良い題材だと思う等の声がありましたが、一方で、
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学園祭が実施されるなか、大学内で当研修を実施したにも関わらず、若い人の参加が少

なかったという点もございました。若い人がより研修に参加できるよう、開催方法等工

夫していきたいと思います。りんどう相談支援センターの活動の詳細につきましては、

この後、センターの日高相談員から説明があります。 

 最後に、「熊本県出身の療養所入所者の方への事業」です。１６ページをお願いしま

す。１つ目「ふるさと訪問事業」は、過去、国が行った強制隔離政策に県も協力したこ

とによる反省から、県内外のハンセン病療養所の入所者の方を県内各地に御案内してお

ります。令和４年度につきましては、新型コロナウイルス感染症予防のため中止となり

ましたが、次年度につきましては、新型コロナウイルス感染症の感染状況をみながら意

向調査を行い、各療養所と調整を図っていきたいと思っております。 

 ２つ目の「熊本ふるさと便の送付」は、県内外のハンセン病療養所入所者の方へ熊本

県の特産品をお送りするもので、令和４年度については１２月に県内療養所に熊本県産

デコポンを、県外療養所にはデコポンジュースを送付しました。令和５年度につきまし

ても、療養所の意向を確認し、１２月に送付させていただければと考えています。 

３つ目の「県外療養所入所者の方への熊日新聞の送付」は、令和５年度につきまして

も今年度同様、星塚敬愛園に配布する予定です。駆け足での説明になりましたが、以上

でございます。 

 

（事務局（りんどう相談支援センター） 

りんどう相談支援センター相談員の日高と申します。センターの相談支援の概要、活

動内容に関しまして、私の方から少しお話をさせていただきます。よろしくお願いいた

します。 

県庁の出前講座の新聞記事の後ろに資料をつけております。相談内容の多くは、家族

補償金申請関係となっております。相談に来られた方の中には、御家族に知られたくな

いとの想いから請求をためらっていたと話される方もおり、様々な想いを抱えているこ

とを改めて感じることも多くありました。ご家族に知られないよう、厚生労働省や関係

機関からの問い合わせの連絡先や文書の送付先をりんどう相談支援センターにするな

ど、相談者の想いに寄り添い、支援を行うように心がけております。 

また、りんどうが開設された頃からの新聞記事の切り抜きをお持ちになって下さった

方もいらっしゃいました。 

事実婚のため、戸籍での親子関係の証明ができない方からの相談がありました際に

は、熊本県や菊池恵楓園から取得した親子関係を証明し得る書類を添えて申請いたしま

した。しかし、その後、厚生労働省の担当者から「認定審査会での審査が必要な案件で

あるので、実の父親にあたる方の戸籍を取得できないか。」というお話がありましたの

で、相談者の方に説明して、私どもで該当自治体へ御説明、事情を御理解いただき、書

類を取得するに至りました。昨年末には、支給決定通知書が届き、無事に請求が通った

ため大変嬉しく思っております。相談者の方が、「この申請を通して父のことを知るこ

とができたのが嬉しかった。」とお話をされたのが、私ども相談員としても大変感慨深

いものがありました。 

また、すでに振り込まれた補償額に関する問い合わせがあり、こちらに関しては、厚

生労働省におつなぎしました。 
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家族補償金関係の対応以外にも給与金に関する問い合わせをいただいております。今

年度、現況届の案内にりんどう相談支援センターのチラシを同封していただいた影響も

あるかと思いますが、県外にお住まいの方々からも相談をいただいております。 

また、今年度は県内の自治体の担当課や教育委員会、社会福祉協議会に相談員が出向

き、りんどうの活動や家族補償金について説明させていただきました。逆に、自治体の

担当者から、その自治体での取組みを伺うこともでき、大変貴重な時間となりました。 

その他、地域で暮らされている方からお電話があり、傾聴することもあります。相談

時、「今の生活環境は差別が酷い。」というような現状をお話なさった方もいらっしゃ

いました。そのような辛い環境の中、菊池恵楓園に再入所できないだろうかという御相

談がありましたので、菊池恵楓園にも御相談し、おつなぎいたしました。 

続きまして、今年度の活動の内容について報告いたします。先ほど県からもお話があ

りましたとおり、医療・福祉研修会と一般向けの研修会を１回ずつ行いました。 

医療・福祉研修会は、１０月１５日オンラインのみの開催とし、参加者は２４名とあ

まり多くはなかったのですが、その後、参加された宮古在住の方から御連絡をいただ

き、遠藤先生のお力添えもあって、「宮古退所者の会」「ハンセン病と人権支援ネット

ワーク宮古」の方々と中さんも交えて意見交換を行うに至りました。これが年明けの１

月１４日です。宮古にもりんどうのような支援センターを作りたいと活動される中で、

熊本での活動に学び、センターの取組みから学びたいとりんどう相談支援センター設立

の経緯から最近の相談状況までお尋ねになられました。活発な意見交換を行うことがで

き、私どもも大変貴重な経験となりました。この取組みは、次年度以降も継続していき

たいと考えております。 

また、啓発活動としましては、自治体担当課、教育委員会、社会福祉協議会への挨拶

回りを５月から７月にかけて行いました。先ほど御説明がありました、資料１の１０ペ

ージに、その際にいただいた御意見、御要望を挙げておりますので、参照いただければ

と思います。 

その後、８月２６日、ドキュメンタリーを観る会を開催いたしました。ドキュメンタ

リーを３本上映したのですが、その際、仕事の都合でどうしても観ることができなかっ

たドキュメンタリーをどうにか観ることができないだろうかと御相談を受けまして、

「私どものセンターで観ていただくことができます。」と申し上げましたところ、後日

りんどうにお越しいただいて、熱心に鑑賞されていました。この会には、県内各地から

御参加いただきました。 

りんどうへの外部依頼研修では、外部団体主催の研修において、センター相談員が講

師を務めさせていただきました。 

相談業務におきましては、先ほども申し上げましたように、ハンセン病元患者の家族

の方の補償金の申請に係る支援が多くを占めております。回復者の方の支援といたしま

しては、今年度は、コロナの影響で茶話会を１回も開催することはできておりません。

ここに記載しておりますように、地域で暮らしておられる中さんの活動支援が中心とな

りました。 

また、９月３日には岡山にあります療養所、長島愛生園を相談員５名で訪問し歴史資

料館を見学しました。学芸員の方による案内や説明を受け、実際に敷地内を散策させて

いただきました。啓発活動についても学習することができました。 
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その他記載しておりますような活動に参加、従事いたしました。 

次年度も丁寧な相談支援活動を行うとともに、家族補償金の請求期限が残り１年を切

る年になりますので、希望自治体へのセンター職員の研修会講師派遣や主催行事等につ

いて、積極的に告知を行い活動していきたいと思っております。 

 

(柳田委員) 

熊本県教育委員会人権同和教育課長 柳田でございます。これからは、県教育委員会

の取組みを報告いたします。 

資料２を御覧ください。資料２人権同和教育課と記載している資料でございます。今

年度の１０月の本委員会で報告しました、これまでの上半期の実績につきましては、お

おむね省略をさせていただきたいと思います。 

まず、１つ目の枠囲みでございます。事業名「教職員のための菊池恵楓園現地研修に

ついて」です。今年度は、８月に３年ぶりに開催することができました。 

令和５年度ですが、今年の８月１７日木曜日に、実施を予定しています。県内の小・

中・高校、特別支援学校５８校から、各１人を恵楓園の歴史資料館見学や講師をどなた

にお願いするかは未定でございますが、講話等を取り入れた教職員の理解を深める研修

を予定しております。 

次のページを御覧ください。取組「ハンセン病回復者及びその家族の人権に関する校

内研修の推進」についてです。令和４年度（２０２２年度）取組みの内容につきまして

は、①から④まで記載をしておりますが、①デジタル研修資料を改定し、「ハンセン病

回復者及びその家族の人権」を配信しています。このデジタル研修資料といいますの

は、コロナ禍で先生方がある場所に集まっての研修会がなかなか実施できませんでした

ので、先生方がそれぞれの学校で時間が空いているときに研修を深められるよう、本課

で作成したものです。先生方にはオンライン、あるいはオンデマンドで各自勉強しても

らう、そのような資料でございます。今年度、今のところ、１２，４７６回観ていただ

きました。 

また、ＫＡＢハンセン病問題映像は２１８回視聴されています。このＫＡＢ、熊本朝

日放送さんですが、ハンセン病問題映像につきまして少し補足をさせていただきます。

ＫＡＢさんの方で、平成８年から菊池恵楓園さん、自治会さんの協力をいただきなが

ら、ドキュメンタリー番組を５本ほど作られました。私どもも観させていただきまし

て、「是非、学校の先生方の理解を深めるために、教職員研修用資料として使わせてい

ただけませんか。」ということを、熊本朝日放送さんにお願いをしまして、快くお引き

受けいただきました。そのＫＡＢさんの映像資料を県教育委員会のホームページに上げ

まして、そして各学校の先生方が時間のある時に、その映像資料を観ることができる、

そのようなシステムを作ったところでございます。 

一つ紹介をいたします。これは平成２６年に放送されました「壁よ、さようなら」と

いうドキュメンタリー番組です。（映像照会）「かえでの森こども園」の開園に合わせ

まして、入所者の方がこども園に行って園児の方といろいろ交流をするという、ドキュ

メンタリーで番組でございました。ＫＡＢさんの映像資料５本を教育委員会ホームペー

ジに上げまして、先生方が観られるように活用を図っているところでございます。今の

は、①でございました。 
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続きまして、④県内全市町村教育委員会訪問を通して、校内研修の推進及び菊池恵楓

園歴史資料館の活用について説明しています。今年度第１回の１０月の委員会で、委員

さんから御提案等をいただき、熊本市を除きます４４市町村、本課で全部訪問し、歴史

資料館に学校行事やＰＴＡ活動、そういった場で是非、訪問をするようなお願いをした

ところでございます。 

その下の枠囲みを御覧ください。「令和４年度校内研修報告書」からです。私ども、

県教育委員会は、各学校の先生たちの校内研修がどのように取り組まれているかという

調査を毎年度行っているところでございます。 

その中の２つ目の黒丸を御覧ください。「ハンセン病関連ＫＡＢ映像資料、平成２５

年（２０１３年）放送『こころ 壁の向こう側へ』を視聴した園児から保育園のお花見

のイベントに誘われたものの、ためらわれた場面などから差別に心が痛めつけられてき

たことを実感した。」これは、市町村立学校の先生の感想です。 

４つ目の黒丸を御覧ください。「ハンセン病関連ＫＡＢ映像資料、平成２６年（２０

１４年）放送『壁よ、さようなら』を視聴した。」 

このように各学校の校内研修でもＫＡＢさんの映像資料の活用がされている状況でご

ざいます。 

右側のページを御覧ください。１番目ですが、令和５年度の事業計画です。来年度も

今年度同様に、①から④までの研修、各学校での研修の推進のための取組みを行ってい

こうと考えているところでございます。 

その少し下ですが、枠囲みで取組「学校教育及び社会教育における人権教育に関する

研修会」においては、令和４年度はこのような内容で実施をしたところです。これにつ

いては、１０月の委員会で報告をさせていただきました。 

続けて令和５年度事業計画です。これにつきましても、各種教職員の研修の実施、あ

るいは社会教育の担当者の研修、そういうものを引き続き行っていきたいと考えている

ところでございます。人権同和教育課の報告は以上です。 

 

（事務局（中石））  

人権同和政策課でございます。お願いいたします。資料３を御覧いただけますでしょ

うか。この資料に沿って御説明いたします。 

まず、人権啓発Ｗｅｂ講座についてでございます。この事業は、県の「人権教育啓発

基本計画」で重要課題として位置付けております人権課題をテーマに、今年度は１７本

の動画を配信いたしております。この動画は、視聴を申請した方に限定で公開するとい

う形式になっております。委員の中先生、また小野先生にはそれぞれ講演動画の講師と

して御出演をいただいております。 

今年度の事業実績といたしましては、資料では１月末時点の実績が載っております

が、２月末現在におきましては、総視聴回数が７，０００回を超えております。中先生

の講座が１９２回の視聴、小野先生の講座が１，１５１回の視聴となっております。 

次年度の事業計画につきましては、この１７本の動画に、新たに２本「ハラスメント

インタビュー編」「災害と人権インタビュー編」この２本を追加することとしておりま

す。 

次に「研修支援（登録講師派遣）事業」について説明いたします。本事業も同じく県
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の基本計画の重要課題について、各分野の先生方に県の講師として登録をしていただき

まして、申請がありました企業や学校などで講演をしていただくという事業でございま

す。Ｗｅｂ講座同様に、中先生、小野先生には登録講師として御尽力を賜っておりま

す。また、紫藤先生、箕田先生にも今年度御講演をしていただきました。 

今年度は、１００件の派遣申請がありまして、新型コロナウイルス感染症拡大防止、

天候などの理由で、１３件の派遣が中止となりましたが、９，０００人を超える県民の

方々が受講をされております。そして、中先生には４件講師としてお願いをいたしまし

た。また、市町村への講師紹介事業におきまして、中先生、箕田先生それぞれに御講演

をいただきました。この派遣と紹介を併せますと、総受講者数は１２，０００人を超え

るものとなっております。本事業につきましては、次年度も同様の実施を予定しており

ます。 

続きまして、人権啓発パネル展について申し上げます。本年度は１２月１０日の世界

人権デーを最終日とする１１月１０日から１２月１０日までの１か月間を「令和４年度

熊本県人権月間」と定めまして、様々な啓発活動を集中的に実施いたしました。パネル

展では、県の基本計画の重要課題につきまして、１１月４日から１２月９日まで、記載

しております場所で開催をいたしました。次年度もより効果の高いパネル展の実施を行

って参ります。 

本日の資料にはございませんが、本課人権同和政策課の隣の人権センターでは、啓発

ＤＶＤのランチタイム上映会というものを開催しております。先月、最近購入しました

「一人になる医師 小笠原登とハンセン病強制隔離政策」というタイトルのＤＶＤを３

日間にわたって上映いたしました。 

また、この夏に開催されました菊池恵楓園で学ぶ旅には、本課職員全員参加させてい

ただきました。ありがとうございました。 

最後になりますけれども、今後も、本日ご出席の先生方や関係者の皆様のお力添えを

いただきながら、より質の高い効果的な人権啓発を進めて参りたいと考えておりますの

で、引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 

（内田委員長） 

ありがとうございました。それでは、ただいまのご説明を踏まえまして、ハンセン病

問題について、委員の皆様からご意見をちょうだいいただければと思います。よろしく

お願いいたします。 

 

（小野委員） 

苦労されておられるのは、「ハンセン病医療・福祉研修会」ですね。非常に少ないで

す。講師の方々は、一生懸命で、ウェブでもありましたけれども、今回はできるだけ対

面ができそうですから、やっぱり５０名、１００名単位で集めていただく策を私もない

頭で考えたいと思います。是非、集めていただきたいと思います。年を取られた方々

が、医療関係に行くときの受入れの姿勢は極めて大切なので、頑張って１００名ぐらい

集めていただきたいなと思っております。 

 

（内田委員長） 
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遠藤委員、よろしくお願いいたします。 

 

（遠藤委員） 

改めて申し上げることもないですけれども、啓発推進委員として言う立場ではないか

もしれませんが、まとめさせていただいた、この中間報告に基づいて、皆様がハンセン

病啓発の実務を進めていらっしゃるわけです。 

私たち委員も県庁の皆様と同じ仲間というか当事者として、想いを共有しているつも

りです。ですから、そういう報告書に基づいて、熊本県のハンセン病問題啓発事業を毎

年毎年、成果を上げていくことを願っています。 

それで、今日は最初の概要等も事前にじっくり読んできました。概要の２ページに

「ハンセン病回復者及びその家族を取り巻く現状と課題等」とありますが、気になった

ところで申し上げると、１の（３）に「ハンセン病療養所を退所し地域社会で生活され

ている退所者も、高齢となり介護施設を利用せざるを得ない場合があります。しかし、

介護施設で不当な偏見や差別を受けるかもしれないという不安が、介護施設の利用を躊

躇させ、社会生活を全うすることを困難にしています。」とあります。これは、今、小

野先生が言われた、高齢化して社会生活を営んでいくときに、良い環境があることを目

指した活動だと思います。 

２（１）の課題、２段落目で、「また、ハンセン病回復者やその家族の社会生活に対

する不安を少しでも解消できるよう相談・支援の窓口の設置が必要です。」とありま

す。これについては、りんどう相談支援センターの活動がサポートして下さっているの

だと思います。 

（２）のところでは、２段落目に、「さらに、県民に関心を更に高めてもらうことも

大切です。次世代を担う若者層や、医療・福祉分野などのハンセン病回復者と接点を持

つ職種に焦点を当てた取組を充実していく必要があります。また、自分が当事者だった

らどう感じるか、何ができるかを考える一人称視点を企画に取り入れるなど、ハンセン

病問題の知識が意識となり行動につながるような啓発プログラムの開発に取り組む必要

があります。」と書いてあります。ここは啓発プログラムの開発ということですね。こ

れはまだ課題なのではないかと思いますので、今後も担当のみなさまと一緒に取り組ん

でいければと思います。 

人権課題の議論のところにありましたが、私、今日は健康づくり推進課の方にお願い

して、資料をコピーしていただきました。まず、お見せしたいのが、昨年の１０月２３

日に行われましたハンセン病市民学会の第３回シンポジウムです。この第一部で行われ

たパネルディスカッションでハンセン病関係については、全国ハンセン病療養所入所者

協議会の藤崎陸安さん、障害者の視点では尾上浩二さん、在日外国人の差別の問題は朴

洋幸さん、部落問題に関しては、川口泰司さんがお話しをされました。 

そのときに皆さんのお話で一致したのが、ウェブが非常に発達して、自由にモノが言

えて、そしてその影響があっという間に広がる。この環境の中で差別問題はまったく新

しい段階に変わった。つまり、解消するどころか逆に広がった、深刻になったというこ

とでした。 

ハンセン病問題で一昨年に起きた事件はご存じかと思いますけれども、長野県の大町

警察署で「明治三十二年大町警察署 癩病患者並血統家系調」というものが、ヤフ
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ー・オークションで販売されました。再流出されるのをぎりぎりのところで所沢の古書

店からハンセン病市民学会が引き取ったということがありました。やはりウェブという

新しい情報手段によって、差別や偏見というのは、すごく広がりやすい環境になってき

ているのは間違いない。これに対して、どのように対応していくべきかということは、

私たちも十分考えて行かないといけない課題なのではないかと思います。人権教育現場

の皆様と共有していただくことができればと思います。 

あと具体的に資料でお尋ねしたいことがいくつかあります。資料１の２ページ、３ペ

ージです。「菊池恵楓園絵画展・絵画パネル展」は、これは金陽会の絵画パネル展が県

立図書館で６月～７月に行われています。そして、「ふれあい福祉協会補助事業活用事

業」でも、県立美術館で実施されていますよね。先ほど、岡課長さんが「もっといろん

なところで金陽会の絵画展をやりたい。」とおっしゃっていたのですけれども、同じ内

容のものをそれぞれが繰り返し実施していくということについては、工夫が必要ではな

いかと思います。県立美術館には、私も足を運んだのですけれども、あの広さに十分な

絵が飾られていなかったのはちょっと寂しかったですよね。絵としての魅力を考える際

には、そのアイディアは不要かもしれないのですけれども、金陽会の絵画のお世話をさ

れている福岡の学芸員の方に、「まさに絵と同じ風景が実際にある。」というお話を何

回かお聞きしたことがあります。木下さんの「遠足」という絵もあの絵に相応しい風景

があるらしいので場合によっては、風景と絵を並べてみることも、あの絵に相応しい風

景があるらしいのです。天草の風景、奄美の風景などいろんな風景が療養所に入られて

しまった方たちの想いが絵とつながっているような工夫があってもいいのではないかと

思ったりもします。 

また前回のこの会議のときもお話したと思うのですけれども、恵楓園には、素晴らし

い歌人や俳人の方がいらっしゃって、恵楓園の入所者の方たちの短歌や俳句が文化的価

値を高めていたことも間違いないことです。熊本の歌人や、俳人の方に恵楓園の入所者

の方たちが作ってこられた俳句や短歌を紹介いただくとか、金陽会の絵と同様に、恵楓

園の中には入所者の方々の込められた想いを伝えられるものがあることを掘り下げるら

工夫をしていただけたらいいのではないか。これは前にも申し上げたことですが、改め

てお話ししたいと思います。 

もう１点、りんどう相談支援センターの方にお尋ねしたいことがあります。１２ペー

ジの実績なのですけれども、これは令和３年度と令和４年度の比較で拝見すると、令和

３年度は相談件数が２７８件で、令和４年度が１３３件になっていますから、半分以下

になっていますよね。しかし延べ利用者数を見ると、令和３年度では延べ人数２７８人

の方が相談されて、令和４年では４０２人。ただ、人数は少ないのですけれど、その方

たちが何回も何回も相談されたと理解してよろしいでしょう。そういう意味では、相談

された方の少ない方でも何回も相談されて、ただ、相談件数として見れば減っているわ

けですね。ハンセン病元患者家族の家族補償金支給の請求期限まであと１年ですが、相

談件数だけ見れば相談は激減していることに対して、どのような形で相談件数を逆に激

減しないようにするか、あるいは増やせるというところについてのお考えがあります

か。 

 

（事務局（りんどう相談支援センター）） 
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相談件数、補償金関係に関しましては、りんどう相談支援センター及び制度の期限も

より周知を図るため、啓発活動に力を入れて多くの方にまず知っていただきたいと思っ

ております。私どもが積極的に動いて、まず皆さんに知っていただき、相談につなげて

いけたらと考えております。 

 

（事務局（手嶋）） 

事務局の手嶋でございます。今、遠藤先生からご指摘いただいたことは、相談支援セ

ンターとしての課題でございまして、この実績というのを伸ばしていきたい。ただ、そ

うしましたときに、やはり一朝一夕にはというのがあるのです。その中でも今、我々が

頭で一つ割合として考えておりますのは、これまで各市町村に出向きまして、ご挨拶

し、相談支援センターができましたと周知をさせていただいております。例えば、今

後、各市町村で職員研修会、そういったところに出掛けて、そこで市町村の職員に対し

て、このハンセン病問題を理解していただいたうえで、その市町村の会報等に載せてい

ただいて住民の方の目に触れていただけるような企画をできるだけ設ける。その中でも

しかすると自分は相談できるのではないか。そういった方がご相談する機会を増やして

いければと考えております。また、何か良い媒体等があれば、ご教授いただければ幸い

でございます。 

 

（遠藤委員） 

内田先生が座長をされている、厚労省、法務省、文科省を入れた「ハンセン病に係る

偏見差別解消のための施策検討会」が、今月中に提言をまとめられることになっていま

す。事前の最終案では、都道府県単位ではなくて、市町村単位で、自治体での活動を積

極的にやるべきだということが書かれています。家族の方たちはもっといらっしゃるは

ずなので、その方たちにつないでいくためには、りんどう相談支援センターの方たちが

市町村単位で進めていただくことが、より近いところに相談しようという気持ちを持た

れる方に出会える機会になるのではないかなと思います。 

私の資料の２枚目にご紹介しているのが、これは大阪で毎年やっています「ハンセン

病問題講習会 ハンセン病問題から私たちが学ぶこと」というイベントで、去年実施し

たもののチラシです。ここでドキュメンタリー映画「地域で生きる」という、３０分の

動画が作られました。私もオンラインで拝見したのですけれども、とても問題意識のよ

く分かるものでした。僕はそのときに確か、りんどう相談支援センターにも「送っても

らえないか。」と大阪のハンセン病回復者センターの方にお願いしたはずですけれど

も、これは何かの事業から出されている補助金で、全国の都道府県に送付しており、健

康づくり推進課には一部お送られているらしいです。 

ここで取り上げている事例で、いよいよ高齢化されていったときに、その方たちが単

なる相談だけではなくて、実際に社会で生活していくのに１人では生活できなくなって

きたというときのサポートを問題にしています。それを実際に大阪で１人の方に焦点を

当てて実際にやっているものを見せています。私が関心を持ったのは、大阪で今、取り

組もうとして動き出されていることが、近いうちに必ず熊本でも起きてくるということ

です。そのときに、これを支えていただくのは、りんどう相談支援センターではないか

なと思うのです。今日御報告して頂いたような啓発活動だけではなくて、実際にそうい
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う生活支援をしてもらえない、社会生活できない人たちに対してどういうふうに取り組

んでいくか。このことについて、４月以降でいいですから県や、りんどう相談支援セン

ターの皆さんとドキュメンタリー映画を私も参加して観ていただいて、いろいろ意見交

換させていただく機会があればと思っている次第です。 

ついでに恐縮なのですけれども、次の資料をご覧下さい。これは、国立ハンセン病資

料館で「生活のデザイン展」を開催した際のチラシです。私は残念ながら見にいけませ

んでしたが、とても良い企画でした。こういう装具のお仕事をされている人は恵楓園に

もいらっしゃると思いますけれども、装具は、当然一人一人全部をオーダーメイドです

よね。私たちが普段使っている既製品ではなくて、一人一人の目が見えない方のここが

困るとか、足の具合が悪い方のこうしてほしいとかいうのを一人一人に合わせてどう工

夫して作ってきたのかというのを展示したものです。次に見ていただくと、「ブリキの

義足を作ってみよう」という参加者の子どもたちに実際作る体験をさせてもいます。オ

ンラインで見たときには、トイレで手も足も不自由で動けない入所者の方が、実際にト

イレで自分の排せつ物を処理するために、木の道具を作ってお尻をきれいにするという

ご自身のアイディアで作ったものがありました。それを資料館では実際に子どもたちに

そのレプリカを触らせていました。単なる展示を見せるというだけではなくて、実際に

こういう経験を共有してもらうということをとおして、療養所の入所者の方の生活とい

うものを理解するというこの工夫は、すごくいい工夫だなと思っていました。考えたら

恵楓園の中でもできますよね。県の主催でされる歴史資料館の見学も大事ですけれど

も、こういう実際に体験的なツアーという形でほかで工夫しているものをご紹介した次

第です。 

もう１つは、人権同和教育課でご覧になっているかもしれませんけれども、ハンセン

病市民学会には教育部会がありまして、「ハンセン病問題から学び伝える」という本を

出したのです。これも是非、参考にしていただきたいですけれども、ハンセン病関係を

教育の現場で取り組まれると、とても熱心な先生がいる間はその学校はすごく回るので

すけれども、その先生がいなくなるとその学校の活動が終わってしまって、またその先

生が行くところで活発になるみたいな形になる。その先生が残したものがなかなか活か

されなくなるという話をお聞きしていることがあるのですけれども、熊本の現場では気

がついたことはありますか。 

 

（柳田委員） 

教育委員会人権同和教育課でございます。まず、遠藤委員が今、本の紹介をされまし

たハンセン病市民学会から刊行されている書籍につきましては、今年度、課は違います

けれども、知事部局の人権同和政策課が主管課となります「熊本県人権施策・啓発推進

委員会」があります。この委員会にも、自治会の副会長が御出席されまして、その場で

市民学会の本につきましては紹介がありましたものですから、本課で購入しまして、課

員全員で拝読しました。各種教職員の研修で私どもがいろいろ講話をするのですけれど

も、そのときに授業づくりの視点、そういったところを教職員に説明をさせていただい

ているところでございます。 

 

（遠藤委員） 
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この本の中で私が一番印象的だったのは、先ほど申し上げた、「ハンセン病に関わる

偏見差別解消のための施策検討会」の最終提言案でも取り上げられていますが、福岡の

学校現場で起きたことです。この中で、福岡の事件を起こした先生と親しかった方が書

かれています。「その先生は、とても熱心な方だった。ハンセン病については、十分な

知識がなくて、その先生を叩いて済む話では決してなくて、一生懸命熱心な先生をそう

いう形で叩くことによって、その先生のやってきたことをゼロにしてしまってもいいの

か。」という問題意識を書かれていて、私自身がこの事件を知った時に感じたことと同

じことが書かれていました。その先生がそういう間違いをしたときに、もしそれをサポ

ートできる仕組みが学校現場にあったならという話として受け取ったらいいと思いまし

た。 

 

（志村委員） 

今の学校のお話でこれは私立の中・高校の話ですよね。そこにはヒューマンライツ部

というのがあって、大変活発な勉強をやっている。その部の人たちが瀬戸内に行って、

直接、療養所の人と話すというようなことを部活動でやっている。 

延先生という顧問の先生がおられたのですが、今は校長になっています。その人が連

れて来たある学生さんで、「あなたは広島から慶応か早稲田か受けたら通るんじゃな

い？」と学生さんにお話をしたら、「頑張ってみます。」と言っていたのですが、「両

方とも受かった。」と言っていました。 

人権学習を本気で部活としてやっている。そのことによって大変その人の持っている

能力が伸びていくことだと思います。そういったことが、実際、熊本県の公立高校の部

活動として、ヒューマンライツ部というのができるのか。そのことは先ほどお話があり

ましたように、同和問題をやっている先生のところはいいのだけど、それを煙たがった

りして、その先生が別のところに移ると立ち消えになる。そういう問題があります。 

先ほどの金陽会の絵画の話です。９５０点くらいあるのです。「ヒューマンライツふ

くおか」というところで、その絵画については承っています。なにせ絵画で油絵ですか

ら、包装とか保険とかそういったものがあって、なかなか展示に持って行くことができ

ないという難点があります。 

それから、俳句・短歌、これもおっしゃったように、津田治子さんもおられますし、

俳句のいろんな本を出した人もいます。恵楓園の資料館の新館には、山本吉徳氏の短歌

が展示されています。 

実際にうちの資料館の中で観て回るというのは、非常に時間が足りないという問題が

あります。遠くからお見えになってもやっぱり時間内に収めるというようなことが、非

常に難しいというのがいつも感じております。 

同和問題で言いますと、「同和差別解消法」がありまして、「ハンセン病問題基本

法」の中には、「ハンセン病を理由として差別してはならない」という規定がありま

す。私はその規定を入れるまでに、随分、弁護士とやりあったのですが、結局は、基本

法における罰則規定が持てないということでした。本当のところはどうか分かりません

けれども、法律が通しにくいという、そういうことがあるのではないかと思います。 

それと、「解消法」というのが、実際には文字を入れただけで、聞いてみたいと思い

ます。法律と言うのは、これは憲法と同じようなことですね。罰則規定も何もない。そ
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ういう状況に、人権についてはあるのではないかと思っています。せっかくこういう人

権委員会があるので、学校関係の方にお尋ねしたいのです。日本には、憲法裁判所とい

うのがないのです。私はそこまで持って行くのはなかなか難しいと思うけれど、そうい

う議論がありましたというぐらいのことは書いてもらいたい。そういうふうに思ってい

ます。 

 

（内田委員長） 

ありがとうございました。そのほかにどなたかありますか。 

 

（紫藤委員） 

今までお伺いしたこと、りんどう相談支援センターにもおりましたので、そこからち

ょっとお話をさせていただきたいと思います。 

先ほど、家族補償の相談は随分減ってきているというところで、実際に申請の数がか

なり少ないということをお伺いしております。そうなってくると、これまでも毎年、大

体りんどう相談支援センターが市町村を回れることがありましたので、訪問してご挨拶

できるときはしてきました。その中でも温度差というのは、市町村の中で感じることは

とてもあります。実際に、広報誌に載せていただけるところ、「載せましたよ。」等、

そこからご相談が上がってきたこと等も今まではご報告させていただいたかなと思いま

す。 

この最後の年、６年ですよね。もう時間があまりないという段階でもありますので、

一つ考えられることがあるとすれば、例えば、地域振興局ごとに集まっていただいて、

研修会をする。家族補償制度のことをもう１回きちんとお伝えして、地域住民の方の目

に付く、耳に触れるようにしていただくような工夫も更に啓発するのには考えていく必

要があるのかなと思うところです。 

それから、絵画に関しては遠藤先生がおっしゃるように、やっぱりいろんな工夫は必

要かなと思います。昨年、瀬戸内芸術祭に、金陽会の絵画がたくさん行きました。美術

館にもたくさん展示されていて、こんなにたくさんの絵画を初めて知らない絵画を見た

なあと思って見せていただきました。やはり９００点もあるので、全く知らない、初め

て見たなという絵画を見せていただきました。実は昨年度、遠藤先生がおっしゃったよ

うに絵画と俳句を一緒にできないかなあと考えていて、実現はすみません。昨年度でき

なかったというような経緯もございました。見せ方の工夫、本当にテーマを決めてなど

必要だなと思うのと、やっぱり若い人や子どもたちの柔らかい頭の中に絵画がどんなふ

うに入っていくのか。「このような絵の背景にこういうことがあるんだよ。」というこ

とを伝えていくというところで考えていってもらえるのかなと思っています。確か昨年

度だと思いますけれども、県が恵楓園の中と、その絵画が該当するようなパンフレット

を作られたので、そういったものがあったかなと思い出したところでした。 

それから、りんどう相談支援センターの役割で、そもそも今、ひまわりの会の方々と

は、センターができる前から社会福祉士会が、ずっと小さなつながりを持っていたとい

うところで、今、そのつながりも続いている。そことりんどう相談支援センターとつな

がっている人たちはもちろん連携をしているのですけれども、もうご高齢になっていら

っしゃるので、いろいろなサポートをさせていただいております。 
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ただ、私たちに相談に来ていただける方が、非常に少なく退所者全員の方ではないと

いう現実もあるというのもお伝えしないといけません。地元の介護サービス、医療サー

ビスとつながったり、いろんな場面でのサポートというのをさせていただいています。

ですので、りんどう相談支援センターがキャッチしてくれて、そういう実際のいろんな

サービス機関、動けるものとつながっていけると、お一人お一人の方のサポートという

ことにもつながっていくのかなと思うとやっぱり相談していただくっていうこと。「り

んどう相談支援センターがあるのですよ。」ともう１回アピールするような場面を各行

政機関に行ってもいいのかなと思って先生のお話を聞いていました。 

それから、最後にもう１点なのですけれども、これは私が日頃というか本当にシンプ

ルに考えていることになります。これも遠藤先生がおっしゃったウェブで差別の問題が

広がったというところで、これは確かにいろんな場面で子どもたちの場面でも明らかに

いろんなそういった広がりがあります。この２、３年、学校の先生方にハンセン病のこ

とをいろいろお話させていただいた中でもお伝えをしたのですけれども、事実を知ると

いうことはとても大事で、きちんとした歴史を知る。それはハンセン病だけではなく、

いろんなことが差別があるというところも先生方にもお話をさせていただきました。そ

の中で、「じゃあどうするんだろう。」どういう教育場面で、「じゃあどうするんだろ

う。」ということを、先生たちとも考えられるというか、投げ掛けるというか、そうい

うことは思っております。 

何を言いたいかと言うと今、一番やっぱり子どもたちに伝えたいと思っているのは、

「人は一人一人違っていいっていうこと。」これは黄光男さんがおっしゃったと思うの

ですね。私はそこで聞いたと思うのですけれども、それは違っていいということを認め

合えるとていう社会。一人一人に伝えていかないと、ずっとなくならない。それでもな

くならないかもしれない。本当にそのとおりだなと思っていて、人は一人一人違ってい

い、いろんなことがあっていい、でもお互い認め合おうね。それは自分がもし違うとい

う立場になったときも、生きていくときに違ってもいい。みんなから認められて大丈夫

と思えるような生き方につながっていくのでないかなと思っているので、子どもたちに

は今、そういうことすごく伝えたいなと思って、お話をさせていただいております。 

 

（内田委員長） 

ありがとうございました。 

 

（岡委員） 

健康づくり推進課の立場としてもお話させていただきます。先ほど、遠藤先生がおっ

しゃいましたように高齢化が進んで地域で生活されている方たちの生活を支えるという

お話がありましたが、りんどう相談支援センターの役割の中で、地域包括支援センタ

ー、地域の介護支援事業所等、地域に多くの社会資源がございます。そういうところを

集めた会議や研修は、本課ではないですが県関係課で持っています。そのような場で、

このハンセン病問題、地域で生活されている方の現状をりんどう相談支援センターの方

を交えてお話していただき地域の応援団を増やしていく。そういうことが大事ではない

かなと思っています。 

先ほど、先生がおっしゃいました大阪のドキュメンタリー映画「地域で生きる」を是
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非、４月以降に新体制の中で、りんどう相談支援センターと私ども県と勉強もしっかり

させていただいて、できれば、先生にもご参加いただいてやっていければと思います。 

小野先生からありました、医療・福祉研修会です。医師の参加が少ないということ

で、医師会への働きかけとかいうところをもう少し強化して、例えば、研修会も医師会

と共催、後援なりでやっていただく。医師会、看護協会との太いパイプがございますの

で、少しそこに働きかけていくような形で、一人でも多くの先生方、看護師の皆さんに

ご参加いただくということはしっかりやっていきたいなと思います。 

風景と絵画の一体化ということで、足を向けていただくとありましたけれども、なか

なかコロナ禍で、菊池恵楓園に行っていただくとか厳しいということがございました。

令和３年度に、「菊池恵楓園散策マップ」ということで、中の写真、歴史上の話とこの

絵画を結び付けたものもやっております。少しずつでありますが、工夫をしながらやっ

ていきたいと思います。先ほどの短歌・俳句も私も不勉強でございますので、次年度以

降課内でも検討していきたいと思います。 

 

（内田委員長） 

 ありがとうございます。 

 

（箕田委員） 

まず医学界について、お話させていただきたいと思います。骨格標本問題以来、熊大

医学部の方から毎年４年生、途中から３年生全員が恵楓園に毎年1回実習に来られてい

ました。コロナ禍で来られなくなって、こちらから志村さんの講話DVDを持って講義に

行ったりしていました。医学部長も３年前から合同慰霊祭に来られるようになりまし

て、ハンセン病の倫理問題を医学教育に取り入れるということの重要性の認識も高まっ

てきているみたいです。一応、恵楓園実習を単位化するような話も聞いております。医

学部生へのハンセン病問題をテーマとした倫理教育に関しては、明らかに前進をしてい

ると考えております。 

ただ、セミナーも何回か医学部でやりましたが、医師、医療従事者の参加は極めて少

ないです。医者、医療従事者、特に看護師の場合は、看護学生のときに、結構ハンセン

病の歴史勉強をしている学校もあるので、そのせいもあるかもしれません。ドクターの

場合は、分かっている、みたいな感じがあるのか、セミナーの参加者が非常に少ないと

いうところは問題なので、医師会にも働きかけていただきたいと思います。多分ハンセ

ン病の話は「そんな理不尽なことをやっていたの」みたいなことで、知れば必ず興味を

持つドクターはいると思います。私もここに来るまでは全く知らなかったのですけれ

ど、来て知ってしまったら、それはもう、ほっとけない。やっぱりこれはもう伝えてい

かないといけない。特に医学界には伝えていかないといけないと強く確信しました。し

かし、ハンセン病関係の講演の集まりが少ないというのは常にあるようです。これから

はウェブ等使われるのもいいかなと思います。 

それといつも思っていたのが、いつも熊本市関係の団体の参加がないということで

す。先ほども教育、教職員のところでも、「熊本市は外れております。」と言われてい

ました。多分、政令市になって、教育関係を含め行政関係が県から外れてしまったこと

が関係しているのでしょうか。でも人口的に言うと７０万人もいて、県人口の半分近く
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を占めているのに、常に熊本市は外れているのですよね。熊本市の学校関係者や学生が

恵風園に団体で勉強にくるというのは聞いたことはないのですよね。だから今、県の事

業でされているのと同じぐらい熊本市の人権担当のところが何か事業をいろいろされた

らいいのにといつも思っています。熊本市の方がおられなくて、ここで言っても仕方が

ないのですけれども、熊本市はハンセン病を免除じゃないけれどもほかに水俣病等をさ

れているということで何か別路線なのかもしれません。けれどもハンセン病も、もっと

やってもらいたいと県から熊本市にお伝えしていただければと思います。もし私が今、

言っているのが誤解ならばもうそれは、どうしようもないですけれども、もし本当に熊

本市が県の啓発事業から外れているみたいな形になっているのだったら、積極的に参加

してもらうよう働きかけを次年度からしていただければと思います。 

もう一つ、遠藤先生もおっしゃいましたけれど、結構、国立ハンセン病資料館は、あ

の手、この手でいっぱいやっているのです。ハンセン病資料館の啓発にかけている予算

と熊本県の事業予算が、大分違うのかなという気もしています。とはいえ、良いものは

ちょっと真似したらどうかと思います。大体、どの程度啓発したらいいのかというのが

まず分からないから、どの程度の予算をかけたらいいのかというのが決まらないという

こともあると思います。だから国の防衛費みたいにいくらと決めてそれでいくというや

り方をするのか、あるいはこういう事業の積み上げでこのぐらい金がかかるというよう

な事業予算の決め方をするのか、いろいろあるでしょう。しかし、いずれにしても、ど

のぐらい効果があったか、コストパフォーマンスを見て評価してからという話になると

思うのです。だからやっぱりそろそろアンケート等をして、これまでの啓発の効果がど

の程度あるのか、見る必要があると思います。 

この前、国立ハンセン病資料館の運営部会で啓発の効果がどの程度あるのか議論にな

ったときに厚生労働省の健康局の方が今度アンケートをとってハンセン病に対する国民

の意識を調べる予定があるようなことをおっしゃいました。熊本県でも前回のアンケー

トは２０１８年ぐらいでしたか、されていましたよね。若い人は知らないから差別がな

い、しかし、差別があるのを知っている高齢者は依然として差別している、何かそんな

データが出ていたようでした。ネットでも今、簡単にアンケート調査はできるという話

なので、前回の調査から日が経っていれば、それで効果を見たらどうでしょうか。サブ

グループ解析を自治体別、年齢別でやって、熊本市は特に意識が低いみたいな話になっ

たら、やっぱり啓発が不足していることがはっきりするかもしれません。 

あと、りんどう相談支援センターに再入所の方のお問い合わせがあったという話もあ

りましたけれども、基本的に恵楓園はハンセン病回復者の方であれば、入所歴のある方

であろうとない方であろうと全員ハンセン病の既往があれば受け入れＯＫということに

なっておりますので、そこは安心してご相談をいただきたいと思っております。 

最後に、コロナで啓発活動が３年間できなくて本当に減りました。コロナ前は、結構

口コミで先生のお話を聞いて、面白い、興味を持ったという人がいるので、講話をお願

いできませんかというのが、結構増えつつあってやっと浸透してきたかなと思っていま

したが、コロナで駄目になりました。是非、コロナと抱き合わせて、コロナの問題をハ

ンセン病の問題をとおしてみる重要性も指摘しておきたいと思います。以前、小野先生

がそういう視点で何回か啓発講話をされたというお話もありました。絶対このコロナ

は、ハンセン病の歴史をとおしてみると、別な理解があると言いますか、興味が高まり
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ます。ハンセン病問題だけだとやっぱり集まりがどうしても悪いのです。一般にハンセ

ン病は何か他のイベントと抱き合わせた集まりでお話させていただくときは、聴衆は多

いです。ハンセン病だけでやると少ないというのは、まだ問題解決はしていませんけれ

ども、やっぱり皆さん、記憶の外にある方が大半なので難しいのかなと思います。今回

の事業内容をみても、コロナが現在進行形の割にはコロナと抱き合わせて考えた企画と

いうのが少ないというか、ないような気がしますので、是非、企画力をもうちょっと上

げて、いろいろやっていただくといいかなと思います。 

また、恵風園に歴史資料館ができて、少しずつ参観者は増えてはきていますけれど、

まだ十分活用できる体制になってないというのも事実なので、できるだけ皆様に育てて

いただくということも必要と思います。こういう企画をやりたいというときは、資料館

にご相談をいただきたい。もちろん、経費がかかるかもしれません。どのぐらい啓発の

効果が上がっているのかというのは調べていただいたうえで予算を増やす努力も必要に

なると思いますけれども考えていただきたいです。 

 

（岡委員） 

ありがとうございます。ハンセン病の問題に関します意識調査というのは県で実施し

ている「県民アンケート調査」の結果を参考に、毎年、経過を見させていただきまし

て、事業に活かしているところです。 

先生がおっしゃいました新型コロナの研修と抱き合わせてというところは、一昨年、

小野先生にご自身の体験を踏まえてさせていただきました。それもコロナ禍の次は、コ

ロナ禍の減少、そういう話が出てくると思いますので、来年度以降小野先生にご意見を

いただきながら考えていきたいと思います。ありがとうございます。 

 

（内田委員長） 

私から少し発言させてください。先ほど、遠藤先生にご紹介いただいた「ハンセン病

に係る差別・偏見解消のための施策検討会」はこの３月に最終報告書を国の方に提出さ

せていただく予定です。問題はハンセン病に係る偏見・差別が非常に厳しい状況にある

ということです。いろいろな方々、なかでも当事者の方々の格別のご尽力、取組みにも

かかわらず、厳しい状況にあります。少し古いのですが、大阪市の調査によるとハンセ

ン病について、よく学んで理解している方が４％、自分たちの問題というふうには思え

ない、あまり関係ない問題という方が６０％です。残りの３５％が、非常に強烈な差別

意識を持っているという状態です。 

この状態をどういうふうに考えていくのかということですが、構造的な問題だと私ど

もは分析をしました。国の対策と言いましょうか、施策には構造的な問題があったとい

うことで、こういう厳しい事態が依然として解決されていない。だから個々の人たちの

個々の努力だけで解決するわけではなくて、構造的な問題を改善しないとなかなか解決

しない。そういうふうに考えて提言させていただいたということです。 

都道府県の取組みはバラバラで、非常に温度差があるのですが、熊本県は非常によく

取り組んでいただいている。先駆的な事例という形で紹介させていただきました。 

構造的な問題について語るといろいろあるのですが、一つは、現在の差別・偏見の状

況が、どういう状況にあるかということです。その分析にあたって一つ参考にさせてい
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ただいたのが、家族訴訟の原告の陳述書です。それを詳しく分析させていただくと浮か

び上がってくるのが、偏見・差別が非常に根強い。したがって、子どもたちにも自分が

家族であるということを言わない、言えない。ほかの人にも言わない、言えない。しか

し、いつ分かるかもしれないということで、怯えながらびくびくした生活をして、誰に

も相談しないし、相談窓口にも行かない。こういう実態です。こういう実態では相談窓

口が機能しないのです。相談にいらっしゃらない、お話いただけないので実際の状況が

分からない。そういう差別に対して、我々がどう対応するか。こういう問題です。そう

すると、作為の差別というよりは、不作為の差別という形になるわけです。 

この不作為の差別については、作為の差別とは違った対応の仕方をしなければいけな

いだろうということです。つまり加害者というあり方が違うということになろうと思う

のです。これはいじめ問題にも言えるのですけれども、いじめ問題については、いじめ

の直接の加害者とともに傍観者という名前の加害者がいる。傍観者であるという加害者

に気づくということが、いじめ問題について対応するにあたって非常に重要であるとい

うようなことを言われています。似たような状況というのが、現在のハンセン病の差別

の問題にあるのではないか。つまり、自分たちが知らず知らずのうちに、加害者になっ

ている。何も知らないということ自体が差別になっている。何もしないから差別してい

ないというわけではありません。そうではなくて、知らないということが差別だ。差別

にくみしているという、この気づきというのが、極めて重要ではないのかということで

す。 

そういう観点から少し申し上げさせていただきますと、今日拝見させていただいた資

料にございますが、県の職員の方が出前講座に行っていただいて、いろいろ啓発してい

ただいていることは素晴らしいことで、もっともっと拡充していただきたいということ

です。ただ、生徒たちの反応を拝見させていただくと、「正しい理解」という言葉が出

てくる。この「正しい理解」ということで、先ほど申し上げたような不作為による差

別。自分が気づかないうちに、何もしないことによって、加害者になっている。この加

害者性に気づくのかどうかです。 

今年、法務省及び全国人権擁護委員連合会主催の「全国中学生人権作文」に応募され

た作品の中には、非常に素晴らしい作文がたくさんあったのですが、その中で、「私は

加害者だと思っていなかったのだけど、よくよく考えてみていろんな人の話を聞くと、

実は自分は加害者だったということに気づいた。この加害者という状態からどういうふ

うにして脱却していかなければいけないかということを考えた。」こういう作文があり

ました。こういう加害者性への気づきという啓発、教育が非常に重要なのではないのか

なと思うのです。そういうためには、「非常に大きな宝」と言ったら変ですけれども、

アンケートはものすごく大きな貴重なものだと思うのです。皆さんからいろいろお話い

ただいたことを受けて書いてくれるわけですから、それをよくよく分析して、生かして

いく、改善に活かしていくということが非常に重要ではないでしょうか。 

国立ハンセン病資料館では参観者の方にアンケート調査をさせていただいているので

すが、小学生の反応、中学生の反応、高校生の反応は全然違うのです。大学生も大学の

学部によって反応が全然違うのです。社会人の方でも職業によって反応が違う。教員の

方の反応と、福祉関係の仕事に従事している方の反応も違うし、医療関係の方の反応も

全然違うのです。アンケートからはそれぞれの職種、それぞれの立場、年代の反応の違
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いが非常によく分かります。アンケート結果を分析してそれを教育・啓発に生かしてい

くということが大事ではないでしょうか。そのことによって行動変容、意識変容につな

がるような、単に理解というだけではなくて、行動変容、意識変容につながっていくよ

うな、そういう教育・啓発にしていくことができるのかなという気がします。 

最後に、若い人たちのハンセン病問題に対する関心を是非広げていかなければいけな

いということなのですが、現代の日本の若い人たちが抱えている構造的な問題があるの

です。そこにつながっていかないと、なかなか若い人たちに、ハンセン病問題というの

は本当に自分の問題なのだと実感してもらうところまでいかないのではないかという気

がします。 

いろんなアンケート調査、国の世論調査、青少年意識調査等に出ているのですが、日

本の子どもたちの他の先進国の子どもたちと比べての顕著な特徴は、自尊感の欠如で

す。未来に対して夢を持っていない。生まれてきてよくなかった。生きていても仕方が

ない。そういう非常に、ネガティブな面があるというところです。そことどう接続して

いくのか。国の誤ったハンセン病強制隔離政策の中にあっても、入所者の方たち、当事

者の方たちは生き抜こうとされた。ご自分たちの「人間回復」を闘い取っていこうとさ

れた。 

例えば先ほど遠藤先生にご紹介いただいた装身具の問題ですが、そういったことと接

続することによって、子どもたちがハンセン病の問題というのは、自分の問題、自分に

とってものすごく大事な問題だというふうに、接続していくことができるのだろうと思

うのです。この接続というのはまだ十分になされていない部分がある。熊本県の場合

は、一番先駆的なところで今、やっていただいているので、さらにそれを広げていって

いただいて、ほかの自治体の取組みに活用するようにしていただければありがたいなと

思います。 

 

（遠藤委員） 

装身具の企画展示の話は、内田先生は、ハンセン病資料館の館長でいらっしゃるので

すけれども、全く同じ規模ではできないと思いますが、たとえば恵楓園の熊本の歴史資

料館でこれを使わせて欲しい。せっかく国立ハンセン病資料館でやっているものをほか

の歴史資料館にお借しして使わせていただく。そんな仕組みも工夫してもいいよという

気がします。 

大阪の話を岡課長が受け取ってくださったのですけれども、大阪を見本というふうに

捉えるのではなくて、大阪も試行錯誤している最中ですから、大阪が我々の理想のソー

スではなくて、我々も同じように工夫していくために観たらどうかとに申し上げたい。

ここは大阪が理想だということで申し上げたのではないということを申し添えます。 

 

（内田委員長） 

まだまだご発言いただきたいのですが、時間の関係で議題「その他」に移らせていた

だきます。先生方からご発言等はございますでしょうか。 

 

（大濵委員） 

熊本地方法務局人権擁護課長 大濵と申します。前回のウェブ会議で顔を合わせられ
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ず、申し訳ありませんでした。今日は、県の啓発推進委員会ということですが、若干こ

ちらの方の活動についても資料を用意させていただきましたので簡単にご説明させてい

ただきます。 

熊本地方法務局及び熊本県人権擁護委員連合会で私ども活動をさせていただいており

ます。その中で時間の関係もあるので簡単にご説明させていただきます。ハンセン病問

題啓発パネル展及びポスター掲示を６月２２日「らい予防法による被害者の名誉回復及

び追悼の日」にあわせて、各官公庁でさせていただいております。ポスター掲示に関し

ましては、昨年、金陽会様のご協力をいただきまして、立派なポスターを作らせていた

だきました。そういったものを官公庁に掲示させて提案をさせていただいております。 

次のページには、各法務局がたくさんございますが、そちらでデジタルサイネージを

設置しております。このハンセン病関係を熊本県様で作っておられるリーフレットのデ

ータを活用させていただきまして、そちらでハンセン病問題について啓発を行っている

ところでございます。 

次は、ハンセン病問題看板です。看板は法務局庁舎を出て、一番目立つところに置い

てあるのですが、こちらの方をより見やすくそれから時代に合ったような形で、リニュ

ーアルし２月にさせていただいたところでございます。 

ハンセン病問題の人権教室を３ページで書かせていただいております。今年度データ

が全部集まっていないので、代表的な活動を表示させていただいております。中学校は

水上村立水上中学校で２回、上益城で地区サロンを主に高齢者の方ですが、大人の人権

教室をさせていただきました。 

人権啓発研修は、新規採用職員、新任人権擁護委員を対象にさせていただいたところ

でございます。人権擁護委員研修は遠藤様にご協力いただきまして講話をさせていただ

いております。 

それから菊池恵楓園歴史資料館を活用した研修です。今年度新しくリニューアルした

ということで、福岡法務局は私どもの上級機関であるのですが、九州全体、法務局、地

方法務局の職員が、歴史資料館を来訪して、実際に見て、これを元に啓発にフィードバ

ックしていくというようなところをさせていただいております。それと別に、熊本県人

権擁護委員連合会、下部の県内の人権擁護委員協議会において、全ての協議会が必ず行

っているということになっております。人数的に絞られざるを得ないようなところもあ

りますが、この歴史資料館を活用した研修というのをさせていただきまして、各種啓発

活動にフィードバックをさせていただいているところでございます。 

本日は県の報告それから計画がメインかとは思いますが、国である法務局としまして

も、いろいろな形でハンセン病問題の啓発ということを考えさせていただいておりま

す。その中でこういった県の取組み、今日いただいたいろんなご意見、そういったとこ

ろを生かしながらやっていきたいと考えております。先ほど「差別・偏見解消のための

政策検討会」の関係も国の方に提言がされるということになっております。その中で出

てきた提言に基づいて、また全国的にハンセン病問題というのはどういうふうに提案し

ていかなければいけないのかというところも、新たに示されると思います。それに沿っ

た形で、今後も啓発を進めていきたいと考えております。 

 

（志村委員） 
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お願いがあるのですが、今、お話がいろいろありました。司法試験に通った人、新し

く判事になった人、この人たちは、一応この療養所に来て見学をするということになっ

ていたのです。私のところにきた藤田判事は今、長崎の地裁に赴任されています。その

ときに、４名の判事が訪問してくれました。それ以外は１人も訪ねて来ない。 

私は、裁判所に対する不信感を持っている。司法に不信感を持っている。そういうこ

とがあるので、少なくともハンセン病について裁判をやるとか、判決を下す、そういう

問題で直面するわけです。現実に「菊池事件」を継続的に運動しているのですが、何も

知らない裁判官が判決を下す。もうそれは「菊池事件」を見て、良く言えるなと。何も

知らないハンセン病について判決を下すということは、これが最高裁まで同じです。検

事が言うことを「はいはい」聞いて、これは弁護士にも言えることです。そういうこと

もあって「菊池事件」これは、少し先が見えてきた気がするのです。 

判事に対し、療養所を見てほしいということを最高裁の裁判長も「そうします。」と

言いながら、実際には１人も来ない。そういうことについて、上の方に注意を喚起する

というか、「嘘つくんじゃない。」と菊池恵楓園でそう言っていましたと伝えてほし

い。 

 

（大濵委員） 

今、いただいたご意見は、判事の方ということだったので、司法になるとは思うので

すが、一応法務省も法曹三者の中に入っておりますので、こういったご意見があったと

いうことは、機会を捉えて、また上の方に報告をさせていただきたいと思います。 

 

（遠藤委員） 

今、志村さんが言われたことはとても大事なことで、熊日新聞が名前まで出して、熊

本地裁の刑事裁判の判事の訴訟指揮について相当厳しい批判をしましたよね。裁判官の

方は、ベトナム人の技能実習生の裁判もやった方なのです。そういう意味では、判事の

人権意識を育てるためには、判事の人たちに恵楓園にきちんと足を運んで、人権教育を

してもらう必要があるのではないかと本当に痛感しました。 

先ほど内田先生が言われた正しい知識について「菊池野」の12月号に熊本学園大学の

萩原修子先生が短い原稿でいたけれども、書いてくださった「正しい知識で、人は心落

ちない。」というとても良い原稿を書いてくださっています。皆さんも機会があったら

読んでいただきたいと思います。 

あと、「恵楓」という菊池恵楓園の広報誌を見たのですけれども箕田院長先生の書か

れたもので、まずは、恵楓園の職員の方全員歴史資料館での研修が終わったということ

を書かれていて、さすがだなあと思いました。また、看護部長さんが看護職員の入所者

に関する倫理カンファレンスをやっていらっしゃって、これは人権擁護委員会で看護部

長さんが説明してくださったことがありました。ご存じない方が多いかもしれないの

で、菊池恵楓園が取り組んでいるすばらしい取り組みだと思います。時間もないかもし

れませんけれども、箕田先生から紹介していただけませんか。 

 

（箕田委員） 

もともとは、入所者の方に対して業務中に無意識のうちに行っていた差別的な対応を
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入所者の方から指摘されるということがありました。それでみんな職員に振り返りをさ

せると出てくるわ、出てくるわ。たくさんの問題が出てきて、それは気づいている人と

気づいていない人がいっぱいいた。その中からいくつか課題を選びながら、ディスカッ

ション形式で自分たちがやってきたことが、どうなのかということで人権意識を高めよ

うということで、３年前から始めました。ある程度できてはきていますけれども、やは

り気づかないままの人はまだいるので、もっと続けていかないといけないと思ってやら

せていただいております。 

 

（内田委員長） 

ありがとうございました。少し予定時間をオーバーしたようでございますので、ご意

見聞かせていただきたいところですが、以上とさせていただきます。議事進行を事務局

にお返しをさせていただきます。 

 

（事務局（西村）） 

内田委員長、議事進行ありがとうございました。各委員の皆さま、長時間のご議論、

大変お疲れ様でした。 

次年度の委員会は１０月頃を予定しております。詳しい日程は、後日調整させていた

だきますので、よろしくお願いいたします。 

以上で「第１６回熊本県ハンセン病問題啓発推進委員会」を終了します。本日はどうも

ありがとうございました。 

 


